●名古屋支部　　　　　　2011年4月9日(土) 14：00～16:20
会場：名古屋市西生涯学習センター　第3集会室

参加者：吉田孝次、長谷部孝男、清野千代子、伊賀正夫、池村俊彦、木村達也（6名）

主な話題：

1.評議員会経過報告（吉田）
3月21日（祝）神戸の三宮で行われ、多くの議題について討議されました。
詳しくは、天界で発表される予定です。
2.月面課への期待について(長谷部)
　月面課をぜひ立ち上げたいとの、熱い思いが語られました。

　全てを一度に進めるのではなく、できることから一歩づつすすめていきましょう。

　HP作成でも協力します、などが話し合われました。
2.土星を撮影しました。（長谷部・伊賀）
伊賀さん　衝効果でリングが明るくなった　4月5日　の1枚を披露されました。

　長谷部さん　2/6,3/28,4/1,4/5 の5枚を披露されました。　

3.水星（伊賀）

　　2011/03/10～04/01まで水星を連続追跡撮影しました。　
観測小屋の壁で口径の半分が隠れることがあるほどの条件でした。

4.大気差補正の更なる検討をしてみました。（池村）

　　素材の異なる2枚のプリズムを張り合わせ、それを2対で偏差のない色分散のみの物　　　　　

　　を検討してみましたが、2次的色分散(緑色のにじみ)が大きくなる恐れがあり、補正に使えるほどの色分散量を得るには大きな角度のプリズムとなり、それが4枚になるので重くなる。それでも画期的な効果が得られず、費用も三十万円程かかりそうなので、結果、断念することとなりました。
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：木村達也
